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プロジェクト 55ｂ進捗状況 

大腸癌進行状況確認システムの開発 

岡崎 明彦 
 
１．はじめに  
癌について関心が高いのは、湿潤性増殖の有無、

異型度（癌細胞の悪性度）、分化度（癌細胞の成熟

の度合い）および極性（細胞の秩序だった配列）

などであるが、異型度、分化度および極性に関す

る明確な指標はなく、その決定には判定者の人為

的誤差や測定誤差が含まれる１），２）。 
そのような状況を鑑み、死亡率の上位（2009年

男性：3 位、女性：１位）３）を占めている大腸癌

を対象として、正常組織と大腸癌組織の顕微鏡写

真をもとに、各組織の腺腔のフラクタル次元と形

状係数、核クラスターのサイズ分布指数とランク

分布指数、基底膜の形状係数などを求め、分化度

に関する判定基準を作成してきた。 
本プロジェクトでは、これまでに得られた知見

に基づいて、大腸癌の進行状況を的確に判定する

ことのできる操作性に優れた大腸癌進行状況確認

システムの開発を行う。 
 

２．大腸癌進行状況確認システム 

大腸癌進行状況確認システムの構築は、分化度

判定部とパターンマッチング処理部に分けて行う。

(1) 分化度判定部 
・ 顕微鏡写真の取り込み 
・ 画像の 2値化 
・ 腺腔、核クラスター、基底膜の抽出 
・ 腺腔のフラクタル次元と形状係数の解析 
・ 核クラスターのサイズ分布指数とラン

ク分布指数の解析 
・ 基底膜の形状係数の解析 
・ 分化度の判定（マハラノビス距離に基づ

く重判別分析４），５）） 
・ 解析画像と解析結果の記録 

(2) パターンマッチング処理部 
・ 癌細胞形状データのパターンマッチン

グ 図３ 大腸癌進行状況確認システムの一覧画面 

図１ 大腸の構造 

(a) 正常な大腸粘膜組織   (b) 良性腫瘍組織 

(c) 高分化悪性腫瘍組織  (d) 中分化悪性腫瘍組織 

図２ 大腸組織の例 
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・ 患者データの比較，類似データの抽出 
なお、大腸癌細胞画像，患者の情報（名前，性別な

ど），分化度判定および組織パターンの比較に必要なデ

ータを一つの患者データとして管理し，患者データは

データベース化してコンピュータ内部に保管する。シ

ステムの作成にはエンバカデロ・テクノロジーズ社の

C++Builder を使用している。 
図３は開発途中にある大腸癌進行状況確認システム

の分化度判定部の解析結果の概要を示す一覧画面であ

る。また、図４は 2 値化画像、ヒストグラム、フラク

タル次元やランク分布指数などの解析結果を示す詳細

画面である。判定用のカラー画像を読み込んだのち、

基底膜を抽出し（図５)、基底膜内のヒストグラムを参

考にして画像の 2 値化を行う。2 値化のための閾値は

判別分析法を用いて自動的に決定する。また、自動決

定された閾値を修正することも可能である。フラクタ

ル次元やランク分布指数などを計算するためのグラフ

の範囲を変更することができる（図６）。 
 今後、重判別分析による分化度判定(図７)のシステ

ム実装、解析データのデータベース化およびパターン

マッチング処理部の開発を進めていく。 
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図４ 詳細画面 

図５ 基底膜抽出画面 

図６ グラフの有効範囲変更画面 

図７ 重判別分析による分化度判定画面 


